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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ジンクフィンガータンパク質のKruppelファミリーのメンバーをコードしています。コードされている転写因子は、ソニックヘッジホッグシグナル伝達カスケードによって活性化され、幹細胞の増殖を制御します。このタンパク質の活性と核局在は、阻害ループにおいてp53によって負に制御されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年5月],疾患：GLI1の欠陥は乳がんの原因となる可能性があります。,機能：正常な発達において特定の遺伝子の転写を制御する可能性があります。頭蓋顔面の発達と指の発達、および中枢神経系と消化管の発達に関与している可能性があります。 SHHシグナル伝達を媒介し、細胞増殖および分化を促進する。,誘導：神経膠芽腫細胞で増幅される。,類似性：GLI C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属する。,類似性：5つのC2H2型ジンクフィンガーを含む。,細胞内局在：SUFUとの結合により細胞質内に固定される。STK36との相互作用により活性化および核への移行が促進される。,組織特異性：精巣、子宮筋層、卵管。,
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	GLI-1ウサギポリクローナル抗体（1:1000希釈）を用いた1,マウス肝臓細胞および2,Hela細胞のウェスタンブロット解析（4℃、一晩）。二次抗体：ヤギ抗ウサギIgG IRDye 800（1:5000希釈、25℃、1時間）

